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論文内容の要旨 
「目的」 
リウマチ性多発筋痛症（PMR）に対するステロイド治療の現状を調査し、その課題を明らかにする。 
「方法」 
2005年6月から2014年12月までに2012年のEULAR/ ACRの分類基準に合致しPMRと診断されて、
ステロイドによる治療を開始された 72 例を後ろ向きに診療録で調査した。治療開始から 3ヶ月以
上経過を追跡し得た 63 例について、治療開始後 1ヶ月、3ヶ月、6ヶ月、1年、2年における寛解
の有無を調べた。次に、治療開始後 1ヶ月で寛解した群（寛解群）としなかった群（非寛解群）
の患者背景、治療経過を比較した。さらに、１ヶ月で寛解を達成した群で、その後２年間寛解を
維持した群（寛解維持群）と１度以上再燃した群（再燃群）で患者背景などを比較検討した。最
後に、全 72 例の全経過で発生した有害事象を調べた。 
「結果」 
63 例中、39 例が 1ヶ月で寛解し(62%)、2 年で 50 例が寛解を達成した（79%）。また、１ヶ月で
寛解を達成した寛解群では、CRP が非寛解群よりも有意に低く、アルブミン、ヘモグロビンが高
値であった。そして、治療開始時の CRP が独立した予測因子として抽出され、cut-off point は
CRP 6.2 mg/dl であった。寛解維持群と再燃群の患者背景、治療経過に違いはなく、寛解維持に
関わる予測因子も不明であった。全 72 例の全経過（210 人年）で、敗血症などの感染症 15 件、
胃癌などの悪性腫瘍 6件、心筋梗塞などの心血管イベント 6件、腰椎圧迫骨折などの筋骨格、神
経系 19 件に加えて、高血圧症 4件、脂質異常症 26 件、糖尿病 12 件などステロイドに関連すると
思われる多数の有害事象が出現した。 
「結論」 
PMR にステロイドは有効ではあるが、寛解率は約８割にとどまっており、ステロイドに関連する
と考えられる有害事象が多く見られたことから、ステロイドに依存しない新たな治療戦略が必要
と考えられた。 
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